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 本研究では、中学校 2 校の野球部に所属する中学生野球選手 39 名を対象とした。3 月のシーズン初期と 7




肩関節外旋・内旋筋の柔軟性を測定した。体幹安定性の評価においては、prone bridge testと side bridge test
を行った。各群内でシーズン初期とシーズン末期の測定データを Wilcoxonの符号付き順位検定にて比較した。
また、Mann Whitney test を用い、群間でシーズン初期・末期それぞれのデータを比較した。 
 39人中肩関節または肘関節に障害を呈したのは 15名であった（pain group）。16名は肩関節、肘関節いず










て、平均値をみると両 bridge testにおいて pain groupでより小さい値を示しており、上肢障害発生に体幹安
定性が関連している可能性は十分に考えられる。また、SEBTのリーチ距離には股関節の可動域と伸展筋力が
関連するとされており、今回筋力の測定は行なっていないが、pain groupでは股関節の筋力が non-pain group
より大きかった可能性が考えられる。それは投球・送球の際に上肢により大きな力を発生させているかもしれ
ない。今後、より長期的な調査を行なうことが課題である。 
